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 要  旨 
オフィス環境における従業員間のコミュニケーションの円滑化の手段は，情報通信技術の発展に
より今後さらにオフィス環境におけるコミュニケーションの様式を変える可能性を持つ．そのた
め，話題提供支援，コミュニケーション生起支援，状況・状態の推定など様々な観点でインフォ
ーマルコミュニケーションを支援するための研究が行われている．本研究では，一方の意図のあ
るインフォーマルコミュニケーションに着目し，ユーザの状況に関する情報を推定することを目
的とし，スケジュール情報・位置情報・イベント状態の 3 つの状況の推定を研究課題とした． 
スケジュール情報の推定では，オンラインカレンダーへのスケジュールの入れ忘れなどの欠損イ
ベントを推定することを目的とし，事前設定スケジュールを用いて欠損イベントを推定する欠損
イベント推定手法を提案した．実験及びシミュレーション評価の結果，欠損イベント推定前の欠
損率が 70%以下であれば欠損率を約 10%以下に抑えることができることがわかった．  
位置情報の推定では，2 つの提案を行った．1 つ目は，RFID リーダから取得される受信信号強
度及び時間情報をもとにサポートベクターマシンを用いて，対象の RF タグの所在が室内・室外
かを推定する RFID 屋内領域推定である．2 つ目は，RFID 屋内領域推定の課題である環境に依
存するパラメータを自動的に設定するパラメータ自動設定手法である．実験評価の結果，提案し
たパラメータを使用することで概ね良好な正解率（93％～100％）が得られた．また，90 個以上
の学習データがあれば適用環境に適合したパラメータを選択し， 高精度な RFID 屋内領域推定
が可能であることがわかった． 
イベント状態の推定では，会議などのイベントの状態を推定することを目的とし，在室情報及び
スケジュール情報から統計的手法を用いてイベントがイベント中か非イベント中かを推定する手
法を提案した．実験評価の結果，適用した 3 つの手法（線形判別分析，ニューラルネットワーク，
サポートベクターマシン）全てで概ね良好な結果（91.3％以上の正解率）が得られた． 
 
